
は
じ
め
に

参
院
選
に
お
い
て
「
改
憲
勢

力
」
が
３
分
の
２
を
超
え
る
と

い
う
、
き
わ
め
て
危
険
な
結
果

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
会
発
議
を
許
さ
な
い
と
い
う

憲
法
問
題
の
新
し
い
段
階
を
迎

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
野
党
共

闘
と
市
民
の
共
同
が
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
政
治
変
革
の
可
能
性

を
切
り
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
両
方
が
結
び
つ
い
た
状
況
に

対
し
て
、
私
た
ち
の
課
題
が
何

か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

(1)
改
憲
勢
力
が

３
分
の
２
を
占
め
る

①
４
党
に
非
改
選
無

所
属
を
含
め
た
「
改

憲
勢
力
」
が
３
分
の

２
（
１
６
２
議
席
）

を
超
え
た

自
民
党
は
、
比
例

で
前
回
（
２
０
１
３

年
）
比
１
６
５
万
票

増
の
２
０
１
１
万
票

獲
得
し
て
19

議
席
で

し
た
。
し
か
し
、
選

挙
区
で
は
、
10

減
の

37

議
席
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
１
人
区
で
自
民
党
は

前
回
、
29
勝
２
敗
で
し
た
が
、

今
度
は
21
勝
11
敗
で
し
た
。

②
西
日
本
を
中
心
と
す
る
都
市

部
で
の
改
憲
派
の
「
躍
進
」
を

ど
う
見
る
か

た
と
え
ば
、
お
お
さ
か
「
維

新
」
は
大
阪
で
２
議
席
を
獲
得

し
、
「
改
革
者
」
と
し
て
多
く

の
市
民
に
映
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
護
憲
派
は
「
現
状
維

持
」
＝
「
守
旧
派
」
と
誤
認
さ

れ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

③
青
年
の
動
向

「
朝
日
」
の
出
口
調
査
で
は

比
例
区
で
20
代
の
投
票
先
は
、

自
民
43
％
、
公
明
９
％
、
お
お

さ
か
維
新
８
％
。
共
産
７
％
、

民
進
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
青
年
の
保
守

化
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
流

動
的
で
未
成
熟
な
状
態
だ
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
青
年
が
重
視

し
た
政
策
で
は
、
「
景
気
・
雇

用
」
28
％
、
社
会
保
障
15
％
、

憲
法
14
％
で
す
。
ま
た
憲
法
改

正
で
は
、
「
変
え
る
必
要
が
あ

る
」
45
％
、
「
変
え
る
必
要
が

な
い
」
51
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
改
憲
派
「
躍
進
」
の
諸
要
因

参
議
院
選
挙
へ
の
関
心
を
押

さ
え
、
改
憲
問
題
な
ど
の
「
争

点
隠
し
」
、
「
争
点
壊
し
」
作

戦
が
あ
る
程
度
成
功
し
ま
し
た
。

し
か
し
争
点
が
明
確
に
な
っ
た

１
人
区
で
は
、
投
票
率
も
上
が

り
、
野
党
が
11
の
選
挙
区
で
勝

利
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
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静 岡 県 労 働 者

学 習 協 会

〒424-0105

静岡市清水区

山切45-18 多田

TEL 054-365-0433

参
院
選
の
結
果
と
憲
法
闘
争
の
新
段
階

―
選
挙
の
結
果
と
私
た
ち
の
た
た
か
い

労
働
者
教
育
協
会
会
長
・
現
代
史
家

山
田
敬
男

（
２
０
１
６
年
７
月
31
日

静
岡
県
労
働
者
学
習
協
会
の
総
会
記
念
講
演
よ
り
）



ス
も
支
持
率
を
引
き
上
げ
ま
し

た
。
従
軍
慰
安
婦
問
題
で
の
韓

国
政
府
と
の
合
意
、
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
に
あ
わ
せ
オ
バ
マ
大

統
領
の
広
島
訪
問
な
ど
は
好
印

象
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
国
民
の
不
安
意
識
を

高
め
た
国
際
情
勢
が
あ
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
テ
ロ
事

件
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、

中
国
の
南
シ
ナ
海
へ
の
進
出
等

は
国
民
の
不
安
を
あ
お
り
、
安

定
志
向
と
し
て
保
守
へ
の
投
票

に
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
流
動
的
で
消
極
的

な
支
持
で
３
分
の
２
を
確
保
し

た
も
の
で
あ
り
、
政
策
論
争
が

活
発
に
な
れ
ば
態
度
を
変
え
う

る
も
の
で
す
。

⑤
改
憲
派
の
壁
は
依
然
と
し

て
高
い
―
出
口
調
査
で
は
改

憲
反
対
が
多
数

「
共
同
」
の
調
査
で
は
「
安
倍

首
相
の
下
で
の
憲
法
改
正
」
に

対
し
、
反
対
50
％
、
賛
成
39
・

８
％
で
す
。
「
時
事
」
の
調
査

で
は
憲
法
改
正
反
対
36
％
で
、

賛
成
を
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
。
18
～
19
歳
を
対
象

と

す

る

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

調

査

で

は

「
改
正
す
る
必
要
は
な
い
」
26

％
、
「
必
要
が
あ
る
」
22
％
で

し
た
。

(2)
野
党
共
闘
の大

き
な
成
果

①
１
人
区
で
11
議
席
の
獲
得

１
人
区
で
の
勝
利
は
、
政
治

変
革
の
可
能
性
を
事
実
で
示
し

ま
し
た
。
前
回(

２
０
１
３
年)

比
で
、
自
民
党
は
選
挙
区
で
10

議
席
を
減
ら
し
、
福
島
で
法
務

大
臣
、
沖
縄
で
沖
縄
北
方
担
当

大
臣
が
落
選
し
ま
し
た
。
東
北

６
県
の
う
ち
、
５
県
で
統
一
候

補
が
勝
利
し
ま
し
た
。
沖
縄
、

原
発(

福
島
、
鹿
児
島)
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ(

東
北
５
県)

の
三
大
争
点
で

勝
利
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鹿

児

島

県

知

事

選

で

の

勝

利

（
川
内
原
発
の
停
止
を
掲
げ
る

三
反
園
訓
氏
の
勝
利
）
も
重
要

で
す
。
三
重
で
の
統
一
候
補
の

勝
利
も
含
め
、
民
進
党
は
改
選

43
議
席
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も

の
の
、
13
年
参
院
選
の
17
議
席

を
大
き
く
上
回
る
31
議
席
を
獲

得
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
野
党

共
闘
の
枠
組
み
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
す
。

②
１
人
区
で
統
一
候
補
が
無

党
派
層
の
６
～
８
割
を
獲
得

（
メ
デ
ィ
ア
の
出
口
調
査
）

無
党
派
層
の
７
割
前
後
が
野

党
の
統
一
候
補
に
投
票
し
、
１

人
区
で
の
投
票
率
の
上
昇
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
28
選
挙
区
で

統
一
候
補
の
得
票
が
野
党
４
党

の
比
例
代
表
の
合
計
得
票
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
「
朝
日
」
は

４
党
の
比
例
得
票
合
計
と
候
補

者
の
得
票
と
の
比
較
を
「
共
闘

達
成
率
」
と
し
て
グ
ラ
フ
化
し
、

「
32
選
挙
区
の
平
均
達
成
率
は

１
２
０
％
」
で
し
た
。
「
朝
日
」

の
調
査
で
は
、
無
党
派
層
の
56

％
が
統
一
候
補
へ
投
票
し
、
山

形
で
79
％
、
沖
縄
で
71
％
で
し

た
。
ま
た
公
明
支
持
24
％
が
統

一
候
補
へ
投
票
し
て
い
ま
す
。

(3)
共
闘
の
推
進
力
の

共
産
党
の
前
進
と

同
党
の
課
題

①
比
例
で
５
議
席
、

選
挙
区
で
１
議
席

日
本
共
産
党
は
、
比
例
で
６

０
１
万
６
０
０
０
票
（
得
票
率

10
・
74
％
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

共
産
党
の
比
例
獲
得
数
は
、
13

参
院
選

５
１
５
万
、
14
衆
院
選

６
０
６
万
、
16
参
院
選
６
０
１

万
で
す
。
７
月
11
日
の
常
任
幹

部
会
「
参
議
院
選
挙
の
結
果
に

つ
い
て
」
で
は
、
「
党
の
自
力

の
問
題
を
痛
感
」
「
党
の
力
が
、

い
ま
の
情
勢
が
求
め
る
も
の
に
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憲法? 学びの力∞ みんなの力∞ 

全国学習交流集会 
in ヨコハマ  

日程：10 月 8 日～10 日 

会場：JR 桜木町駅周辺 
                       

追
い
つ
い
て
い
な
い
、
そ
こ
に

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

(4)
今
後
の
た
た
か
い
と

私
た
ち
の
課
題

①
国
会
発
議
を
許
さ
な
い

憲
法
闘
争
の
推
進

９
条
２
項
の
持
っ
て
い
る
意

味
を
再
確
認
し
、
二
つ
の
世
界

大
戦
の
悲
劇
的
体
験
を
踏
ま
え

た
非
武
装
平
和
主
義
の
提
起
が

必
要
で
す
。
ま
た
自
衛
隊
の
過

去
、
現
在
、
未
来
を
と
ら
え
、

特
に
災
害
活
動
で
の
自
衛
隊
の

役
割
を
評
価
し
、
災
害
救
助
隊

へ
の
転
換
を
検
討
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

戦
後
の
日
本
の
「
平
和
」
を

維
持
し
て
き
た
要
因
は
、
日
米

同
盟
で
は
な
く
、
９
条
を
支
え

る
平
和
意
識
で
す
。
日
本
の
平

和
運
動
と
社
会
運
動
の
果
た
し

た
役
割
、
戦
争
体
験
の
継
承
が

保
守
と
革
新
を
超
え
て
団
結
す

る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
そ
し

て
被
害
と
加
害
の
統
一
的
理
解

と
し
て
、
軍
国
主
義
が
も
た
ら

す
「
二
重
の
悲
劇
」
を
と
ら
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
社
会
変
革
の
方
向
性
が
明

確
に
な
り
つ
つ
あ
る

野
党
統
一
＋
市
民
の
共
同
で

政
治
変
え
る
方
向
が
大
き
な
流

れ
に
な
っ
て
お
り
、
革
新
統
一

か
ら
国
民
的
共
同
へ
と
運
動
が

発
展
し
て
い
ま
す
。

③
労
働
組
合
運
動
が
こ
れ
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

労
働
組
合
運
動
に
お
い
て
、

職
場
の
集
団
的
関
係
の
崩
壊
、

多
忙
化
の
問
題
、
日
常
活
動
の

後
退
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
運
動
と
し
て
、
時
間

短
縮
の
課
題
、
職
場
の
集
団
的

関
係
の
回
復
と
「
ま
と
も
な
人

間
集
団
」
の
構
築
、
民
主
主
義

と
社
会
変
革
に
意
欲
と
確
信
を

持
つ
「
魅
力
的
な
活
動
家
集
団
」

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
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10/8（土） 全体会：記念講演「憲法と私」

ジェームス三木さん（脚本家）

10/9（日） 分科会他

10/10（月）全体会：記念講演「社会を変える そして自分も変わる」

川田忠明さん（日本平和委員会 常任理事）



７
月
31
日
（
日
）
静
岡
県
評
会
議
室
に

お
い
て
、
静
岡
県
労
働
者
学
習
協
会
第
44

回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

勤
労
者
通
信
大
学

２
０
１
５
年
度
勤
通
大
の
学
習
会
は
、

県
下
２
箇
所
で
行
わ
れ
、
終
了
率
は
36
％

で
し
た
。
２
０
１
６
年
度
の
募
集
は
現
在

14
名
で
、
９
月
ま
で
受
講
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

「
学
習
の
友
」

・
静
岡
支
部
、
沼
津
支
部
、
浜
松
支
部
の

各
支
部
に
お
い
て
「
学
習
の
友
」
の
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
静
岡
市
で
は
地
域

で
「
寺
子
屋
in
池
田
学
習
会
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

・
「
学
習
の
友
」
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
利
用
し
、
２
つ
の
労
働
組
合
が
定
期
購

読
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
静
岡
県
全
体
と
し
て
は
、
前
年
と
同
部

数
で
し
た
。
長
期
的
な
減
少
傾
向
の
中
で
、

「
ど
う
活
用
す
る
か
」
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

学
習
会

・
昨
年
度
は
、
「
中
東
情
勢
と
集
団
的
自

衛
権
」
、
「
ス
ト
ッ
プ
！
戦
争
へ
の
道

学
習
会
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と

安
倍
政
権
」
の
各
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

・
静
岡
市
で
は
、
７
月
か
ら
哲
学
学
習
会

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

・
今
後
、
労
働
学
校
や
現
代
日
本
経
済
学

習
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
学
習
組
織
と
の
協
力

・
全
国
学
習
交
流
集
会
in
ヨ
コ
ハ
マ
（
２

０
１
６
年
10
月
８
～
10
日
）
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
学
習
組
織
全
国
連
絡
会
議
が
２
０
１
７

年
１
月
21
～
22
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

・
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
を
、
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
各
種
学
習
会
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

会
員
の
拡
大
を
追
及
し
ま
す
。

・
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
い

ま
す
。
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勤労者通信大学2016年度募集
勤労者通信大学は、1968年に創設され、これまでおよそ28万人が受講

した、通信制の働く仲間の大学です。次の３コースがあります。

特に憲法コースは、戦争法廃止と憲法改悪に反対するためにも重要な

コースです。

○憲法コース：戦争する国づくりを許さず、平和な日本を

○労働組合コース：人間らしく生き、働ける社会と職場を

○基礎コース：流されず、あきらめずに、しっかりと生きる力を

【９月まで受講を受け付けています 】

報
告
と
討
論


